第１回鳥栖市総合教育会議　議事録
	会議名
	第１回鳥栖市総合教育会議

	日時
	平成27年5月13日（水）  開会　午後  1時10分
　　　　　　　　　　　　  閉会　午後　2時　5分

	会場
	市役所3階第1委員会室

	公開・非公開
	公開

	出席者
	構成員：橋本市長、西山教育委員長、鄭教育委員長職務代理者、深川教育委員、吉原教育委員、天野教育長
事務局：白水教育部次長兼教育総務課長、原教育総務課総務係長

	傍聴
	1人

	協議事項
	◆鳥栖市総合教育会議設置要綱について

◆総合教育会議の運営に係る内規について

◆鳥栖市教育大綱の策定方針について

	発　言　者
	内　　容

	白水教育総務課長
	それでは皆さん、こんにちは。これより、早速第１回総合教育会議を開催させていただきたいと思っております。
本日、本来であれば教育部長の方が参りましてご挨拶等を務めさせていただくとこではございますが、所用にてお休みをさせていただいておりますので、代わりまして私のほうから開会をさせていただきます。よろしくお願いいたします。
それでは主宰者であります市長にて進行をお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

	橋本市長
	皆さん、こんにちは。今日は第１回の鳥栖市総合教育会議を開催しましたところ、教育委員会の後お疲れのところ、ご出席をいただきましてありがとうございます。
今年の４月から新しい教育制度が始まったということでございます。鳥栖市における総合教育会議、第１回でございまして、今日はさまざまな開始にあたっての取り決め等について御審議をいただきたいというふうに思っております。
また、新しい教育長における制度移行については来年の教育長の任期以降ということで、来年の10月以降、新しい制度による教育委員会組織ということでスタートしたいと思いますので、それまではこのまま継続をしていきたいということでございますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。
では、今日の協議事項について事務局から説明をお願いいたします。

	白水教育総務課長
	それでは、本日協議事項につきまして、お手元のレジュメに記しております３点、事務局より御説明を申し上げますので、よろしくお願いいたします。
まず、めくっていただきまして第１点でございますが、鳥栖市総合教育会議設置の要綱案でございます。
（資料に基づき説明）
続きまして、説明を内規までさせていただきたいと思います。
続きまして、この要綱を補佐する目的で内規を定めたいと考えております。内規につきまして御説明を申し上げます。
（資料に基づき説明）

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
では、総合教育会議の設置要綱について、また総合教育会議の運営に係る内規について御説明を申し上げました。
この２点について、御意見とか御質問とかございましたら承りたいと思います。

	西山教育委員長
	設置要綱案の第2条(2)のところ、(2)のところに、「鳥栖市の教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育の振興を図るため重点的に講ずべき施策に関すること」。これは、これが「重点的に講ずべき施策」ということの内容といいますか、今のところは、今回大綱をですね、長期的な観点から方向付けをすると。あと、この「重点的に講ずべき施策」といいますと、市長部局のほうに「鳥栖スタイル2020」と、この長期計画が一つございます。この中に、教育とかスポーツ・文化、そういう内容が入ってます。
それと、教育委員会の中で策定した「鳥栖市教育プラン」というものがもう一つ、これもかなり重点的な事業をかなり網羅した内容でございます。
そうしますと、ここでの協議する「重点的に講ずべき施策」ということになりますと、一応この長期計画と教育プランと、一応両方を含むというふうに解釈してよろしいんでしょうか。

	橋本市長
	はい、じゃあ事務局、いかがでしょうか。

	白水教育総務課長
	はい、今の御質問の内容でございますが、「重点的に…の施策」という観点で申しますと、まずソフト面につきましては、今御指摘をいただきました大綱に、後に説明をさせていただきますけれども、大綱に関わる部分になろうかと考えております。
大綱につきましては、今お言葉の中にございましたけれども、鳥栖市で定めております総合計画にうたわれております教育部門の要項を主に網羅した形で、それに現在私どもが進ませていただいております教育プランの進行管理を絡めまして、形づくってまいりたいと考えておるとこでございます。
またハード面につきましては、「重点的に講ずべき施策」といたしましては、例えば新しい学校の新設であったり、統廃合であったり、廃校であったり、その他鳥栖市の教育財産の処分であったり、そういったものにつきましてはお諮り申し上げなけれならない場合が考えられるのかなと、今のところ考えておる次第でございます。以上でございます。


	橋本市長
	はい、今の説明でよろしいでしょうか。

	西山教育委員長
	はい、そうですね。ソフト面とハード面と、両方あると思います。
それで今御説明いただいた中で、長期計画と教育プランと、それでただ、教育プランの中はですね、中を見ますと、結局ソフト面だけではなくてハード面の重要事業も一応含んでます。ですからそういった面では、ハード面は、一応教育プランの中にハード・ソフト、両方含まれてますので。ただ先ほど言われた財産の処分とかですね、そういった面はもちろん教育プランには入ってませんので、そういった部分も幾らか場合によっては審議事項に入ってくるということで解釈してよろしいんでしょうかね。

	橋本市長
	はい、どうぞ、事務局。

	白水教育総務課長
	はい。話に出ましたので、本日の協議事項にございます３番目の鳥栖市教育大綱の策定方針につきましても、合わせて御説明をさせていただきたいと思いますが、よろしゅうございますでしょうか。

	橋本市長
	はい、じゃ、教育大綱の件について説明をお願いします。

	白水教育総務課長
	（資料に基づき説明）

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
今、教育大綱と教育プランとの位置づけの関係、それからあと策定のタイミングとか、あと運営に当たっての考え方について御説明申し上げましたけれども、この件についてはいかがでございましょうか。はい、どうぞ。

	西山教育委員長
	ええと、あの、２枚目の「鳥栖市総合教育会議の運営に関する内規」のところでですね、「協議事項の決定について」という中の②ですか、ここに「教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、学術文化のための重点的に講ずべき施策」ということで、ここに掲げてあるわけですが、先ほどご説明いただいた大綱の策定方針のところでいくとですね、えー、２の「大綱策定方針案」のところに、総合計画のうち、教育委員会が所掌する学校教育、社会教育、スポーツ、文化の範疇に入る部分を含むということで、ここにそういうことで明記をしてありますので、そういうことからいけば、先ほどの内規のところにはですね、やっぱりここに教育とそれから学術、それからあと次に社会教育・スポーツも入れとったほうがいいんじゃないかなと思うんですけどね。文化、文化の振興ね。だから、社会教育・スポーツがここからちょっと抜けてるような感じを受けるんですがね。やっぱりこれは入れとった方がいいんじゃないですかね、ここは。どんなでしょうかね。

	橋本市長
	スポーツ・文化の部分ですが、いかがでしょうか。

	白水教育総務課長
	はい、よろしいでしょうか。
そうですね。運営に関する内規の中で、「大綱の策定に関する協議」の次でございますけれども、「教育を行うための諸条件の整備その他地域の実情に応じた教育、学術、文化」ということでございますので、基本的には「教育を行うための諸条件の整備」というところで、学校教育・社会教育全てを含んだものと、私どもとしては解しておるとこでございます。「その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興」ということで、例えば鳥栖に特化したもの、それか鳥栖のある一定の地域に特化したものの文化の振興を図るために重点的に講ずべき施策というふうに解しとったとこでございますけれども、いかがでございましょう。

	橋本市長
	今の事務局の説明でいかがでございましょうか。

	西山教育委員長
	そうですね、「教育を行うための諸条件の整備」、そこのところに社会教育、スポーツも含むということですかね。今の教育委員会の教育という大きな意味での教育は、やっぱり学校教育だけじゃなくて、やっぱり社会教育、スポーツもあり、あるいは文化も含むということにはなってるわけですね。だから、そういう考え方でもいいかもわかりません。
ただ、文化だけが何か別に、ここにこうあるような感じがします。しかしそれでもいいんですかね。教育、学術及び文化の振興に関する重点施策。そういう解釈ができれば、私はそれでも。

	白水教育総務課長
	議長。

	橋本市長
	はい、どうぞ。

	白水教育総務課長
	若干補足をさせていただきます。
この内規を作成するに当たりましてですね、国から示しておられます諸条件がございますので、若干御紹介をさせていただきます。
この②のための諸条件の整備ですね。これに当たらないものを説明させていただいた方が早いかと思いますので、御説明申し上げます。
まず当たらないものといたしましてはですね、教科書の採択の方針であったり、教職員の人事の基準であったり、それから教科書採択、個人の教員の個別の教員の人事ですね。政治的中立性とかの要請が高い事項についてはですね、この協議調整に当たらないということでございます。
その他の例えば学校教育、大きく分けまして学校教育、社会教育の範疇に入ります学術、文化、スポーツにつきましては、全て網羅をしておるという解釈でお願いしたいと思います。

	橋本市長
	今の説明でいかがでしょうか。

	西山教育委員長
	はい、わかりました。
それからもう一つ、ここでこの内規のところで、この会議の出席者のところでですね、事務局の教育部長、教育総務課と、それから説明員として関係部課長とありますので、先ほどの総合計画とかをしますと、やっぱりあのどちらかというと、市長部局の関係課長さんも来られておったほうが、質問する場合があると思うんですよね。いわゆる総合計画の今後のスケジュールとか、中身とかを質問する場合があると思いますので、今後はできればそういう関係部課長さんも出席していただいとったほうがいいんじゃないかなと思うんですけど、そこらあたりはどう。

	橋本市長
	はい、何か事務局、考えございますか。

	白水教育総務課長
	説明員につきましてはですね、特段要請をさせていただいていないところでございます。この例えば方針であったり、大まかな要綱であったり内規であったりするものを協議をしていただくということで、私どもからの提案はその３点でございますので、先ほど申しましたように、大綱につきましても、総合計画の中の私どもの教育委員会の範疇に属するものから選び出すということでございますので、またそれに付随する実行計画として教育プランということでございますので、この関係からして私ども以外の説明員のお願いをしていない状況でございます。
しかしながら今後、総合計画の具体的な進捗状況であったり、また内容の変更等が出てまいります場合につきましてはですね、市長部局からの説明員の要請等も考えられるものと考えております。
内容につきましては、市長部局とも教育委員会ともとれないような状況が考えられることも発生してこないとも考えられませんので、そういう場合には、あらかじめ関係各課長の、各部課長の説明を求めたいと考えております。よろしくお願いいたします。

	橋本市長
	はい、いかがでございますか。

	西山教育委員長
	ただここに、内規のほうにですね、出席者ということで基本構成員がなってます。ですから、事務局のほうであるかないかを、そこだけで判断されるというのはちょっといかがなものかと。
私は、今日はもう総合計画の今後のスケジュールですね、そこらあたりも聞こうと思ってきたわけです。ですから、それについてはやっぱり関係課長さんあたりがおられないと、的確な答弁はできないと思うんですよね。
だからその点では、今後についてはですね、事務局のほうでもうこれは出席しなくてもいいだろうというようなことじゃなくて、基本、基本構成員ですから、必ず関係の課長さん方は、基本的に出席をするということでしてもらわないとちょっと困るんじゃないかと思うんですが。

	橋本市長
	はい。

	白水教育総務課長
	はい、ただいまのご意見は確かに承ります。
ただし、この会議のですね、基本的な構成員といたしましては、市長と教育委員会でございます。その担当といたしまして事務局がいるということでございます。あと、必要に応じて説明員の要請を行うという立場でございますので、基本的に構成員といたしまして市長、教育委員会、事務局、それから、常に説明員がそこに存在するといったようなスタイルではないというふうに解釈をいたしております。

	橋本市長
	今説明によりますと、一応市長と教育委員の皆さんが基本的な構成メンバーで、必要に応じてそれ以外の部署から呼ぶということでございますので、そこを御理解いただければというふうに思っております。
ですから、基本的に私が認識しておりますのは、この大綱と教育プランとの関係にもありますように、大綱っていうのはほぼ皆さんが同意していただけるであろう大きな幹をつくるだけでございますので、ほとんどこれ１回つくったらいじらないということになります。ですから、基本、教育委員会の運営については、この教育プランが毎年作成されておりますし、四半期ごとにチェックをかけていくということでございますので、それに沿って大きな幹から見て、そこから逸れてないかどうかというチェックは必要かなと思いますけれども、基本、教育委員会の活動はこれまでどおりということで御認識いただければよろしいかと思っております。
ということでございますので、この総合教育会議というのは、そんなに具体的な話には踏み込まないということなのかと思っております。
多分一番皆さんの関心のある向きは、教科書の採択の部分と人事の部分と、そういったことだろうと思いますけども、基本、②については執行部側はもうタッチできないということでございますし、採択、この教科書にしますということについてはタッチできないことになっておりますので。ただその採択に当たって検討すべき事項みたいなことは、この大綱の中にうたうことができるということでございますんで、そこのところまでであるということでございまして、多分、実行部分についてはですね、今までの教育委員会で行ってきていただいたものは99％であって、その残りの大きな予算が絡むものとかですね、あるいは深刻な案件が出たときとか、そういったものが出たときに、この総合教育会議というのを開催をさせていただいてということでございますので、そういう御認識をいただけると、一番スムースなのかなという気がしております。

	西山教育委員長
	はい、わかりました。
それともう一つお尋ねしたいのはですね、大綱の策定方針のところですね。今後の予定のところで、一応基本的には５月と10月と。ただ、今議長さんが言われたように、大綱というのは１回定めるとそうころころ変えるもんではないという、もう私もそのとおりだと。
ですからその点で、また次のあれを、策定後の会議をですね、どうするかというのは、その後のことになろうかと思います。
それで、ただ今年度についてはですね、今日が一応発足会議と。それで、今後の予定のところで、10月に素案提示と。
大体普通のそういう会議を見ますと、いわゆるここに27年度中に大綱を策定して市議会に提出。そうすると、結局もう１回、答申ですね、決定をですね。10月に素案を出して、それで結局３月までの中にもう１回、今度はあの決定、一応決定会議が要るんじゃないかなあと思うんですが、そこら辺りどうですかね。来年の４月の前に、議会に提出する前に、来年の１月か２月かそこらあたりに大綱を決定する会議がですね、もう１回ここいるんじゃないかなという感じがするんですけどね。

	橋本市長
	はい、ありがとうございました。
今、素案の提示と、その素案の提示を受けて御意見をちょうだいし、その御意見を踏まえたところでの最終答申というか、そこら辺でもう１段要るんじゃないかという御指摘ですけど、いかがでしょうか。

	白水教育総務課長
	この件に関しましてですね、文科省等からの文献等によりますとですね、この大綱につきましては基本的には首長が策定をすると、市長が策定をするというふうになっております。
大綱とは、教育の目標や施設の基本的な方針等を定めるものとされております。
この総合教育会議におきまして、市長と教育委員会が協議調整を尽くした後に市長が策定するというふうな流れになっておりますので、10月の段階で素案といたしておりますけども、この素案のできぶりがですね。どこまでが素案なのかということでございますけれども、総合計画の後期計画の進捗状況にもよりましょうけれども、ここに抜粋しております教育委員会に関係ある所掌事務につきましてはですね、そう大きく変わるようなことはほぼ考えられないような事項ばかりでございますので、後期計画についてこれが大幅に変わるということは余り考えられないと思われますので、この線に沿いましてですね、ほぼ確定したような形の素案ということでお示しができるものと考えております。
ただ総合計画の、先ほど来申し上げましたように、現在取りかかっておる状況でございますので、後期計画につきましては。その進捗状況についてですね、市長部局と調整を綿密に図りながらですね、早い段階でこの総合教育会議にかけられるような大綱の素案に仕立てたいと考えているところでございます。

	橋本市長
	今ご説明申し上げましたように、この大綱については市長部局から提案ということになっておりますので、一応10月の段階で素案を提示をして、皆さんからの御意見をちょうだいをして、それを承ったところで、最終的に市の執行部側として大綱の提案を議会にするということになります。ですから、10月の総合教育会議の後に行われる教育委員会の中で、議会に提出する大綱案については教育委員の皆さんには御説明をして御理解をいただいて、それを受けて12月の議会になるのか３月の議会になるのかわかりませんが、そこの段階で、執行部から大綱の提案をして議決をいただくということになろうかと思います。
ただ先ほど来申し上げてますように、鳥栖市はこの教育プランをずっと毎年つくっていただいてきておりますし、大体その筋でずっときておりますので、ここに全く新しい切り口が入るとか、そういう事は多分ありませんので、余りご異議はないような素案の提示ができるんではないかというふうに思っております。いかがでございましょうか。

	西山教育委員長
	はい、わかりました。

	天野教育長
	今市長さんからお話がありましたように、やっぱり一番、我々が今、教育の一番の鳥栖市の教育の基本方針というのは教育プランでやってきてます。これは２年前ぐらいにつくりまして、今年新しいのをつくりまして、これにのっとって進行計画を立ててやっているという状況のなかで、市長のほうから教育プランの99％、これがこの今のままでやっていってほしい、やって間違いないだろうというお言葉をいただいたので、非常に私も安心しましたし、また意欲もわいてきたところですけども。

大綱があって、そしてもちろんその大綱に沿って教育プランを作成していくわけですけども、今言ったように、この教育プランというのを練りに練って今やっている状況の中で、この教育プランを生かしたような、逆に言うとですね、反対になるんですけども、一つの教育基本目標の基本目標、計画はあるんですけども、その中で大綱があるんですが、この教育プランが生かされるようなですね、今市長言われましたような形のものでですね、まとめていただくと非常にありがたいというふうな気もしております。以上です。

	橋本市長
	はい、ありがたい御指摘ありがとうございます。基本、そういうふうな考え方でいきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申しあげます。
あと、他の委員さんから何か御意見とか御指摘ございましたら、遠慮なくちょうだいしたいと思います。
はい、どうぞ。

	鄭教育委員長

職務代理者
	設置要綱の第２条の２、「教育を行うための諸条件の整備」となっておりますけれども、これは教育プランで、だいたい方針とかはかなり具体的にもう述べられてるんですけども、ここで、この会議で、予算的な側面も機能する意味合いが、その側面が異様に強いのかどうかちゅうか、その点についてはどういうふうに考えてるか。例えば臨機応変に、社会環境の変化とかですね、急に。最初に策定するとき、考えてなかった部分もあったりするんですよね、緊急性もある。
そう、本当のそういう、そういう緊急性じゃなくて将来見据えたこういう修正とかも、そういうところもあっても、あろうかと思うんですけども、これは第2条の2の中に、そのくらい、そういう、それについてはどういうふうに考えているか。そこをちょっと少し具体的に知りたいと思いますが。

	橋本市長
	緊急的なとか臨時的な、その予算に大きく関わるような事項についての事項がこの中に入ってるかという御指摘ですけども、いかがでしょうか。

	白水教育総務課長
	はい、事務局より御説明申し上げます。
基本的なところからお話をさせていただきますと、予算の編成執行、それから、それとは別に諸条件を整備いたします条例案等の執行権につきましては、首長にございます。現在、教育委員会にはその予算、それから条例等の執行権はございません。
しかしながら、先ほど教育長からご説明ございましたように、鳥栖市の教育を進めていく上での執行計画といたします位置づけとして教育プランが存在いたしております。
市長にございますその予算の編成執行権と、教育プランを執行する私ども現場の立場というところのあい中にですね、いろいろその予算とかいろんなものの折衝が出ている、普段からあるわけでございますけれども、これをもっと密接な形でですね、実現させようというものがこの会議体の一つの大きな目的でございます。
ですので、そういったその、例えばこういうプランがあるんだがというふうな形でですね、教育委員会側から、教育委員さん側からですね、市長に協議をしていただくというのは、この会の目的の一つというふうに考えられるものでございます。
日ごろ、例えば、今日午前中にお示しをいたしました補正予算であったり、それから、常々必要であるようなものの予算につきましては、私ども事務局と財政サイドでですね、日ごろよりそういう小さなものにつきましてはですね、折衝等させていただいておるとこでございますので、そういったものに関わらないもっと大きな事項、それから将来の構想に関わる予算の考え方あたりは、この会議体の中でですね、協議をしていただいて調整をしていただくというのは、まさにこの会議体の目的の一つでございます。以上でございます。

	橋本市長
	はい、よろしいですか。
基本的な認識としましては、今回４月から、全ての小中学校、日本語というのを始めておりますけれども、これも恐らくは、もう５年ぐらい前ですかね、教育委員さん全員に集まっていただいて、私と教育委員さんとの意見交換をさせていただいて、こういう考え方でしたいんだということで申し上げたことがあります。
恐らくあれが多分、総合教育会議というような感じだと思っておりまして、恐らく年々、毎年毎年の予算的なものについては、この教育プランの中に盛り込んでいってやっていくということだろうと思います。
ただ、将来10年とか20年とか、あるいはもっと長い時間軸の中で、鳥栖においてこういうことがなされるべきではないかということは、この総合教育会議の中で御提案をいただいて、そこをまた噛み砕いて教育プランに落とし込んでいくという作業が出てくるんだろうというふうに思っておりますので、毎年々の予算のつけ方等についても、ここでご意見をいただくのは全くやぶさかじゃございませんし、例えば10月というタイミングでいけば、翌年度予算にまつわるところもまだ組み込めるタイミングでありますので、５月、10月というタイミングをうまく生かしていただいて、教育に関するところで政策的な、あるいは戦略的なといったほうがいいかもしれませんけど、そういったものがあれば、遠慮なくいただいて取り組んでいきたいというふうに思っておりますので、また、そこをお酌み取りいただいて、新たな提案がいただければというふうに感じております。
ほかに何かございませんでしょうか。

	深川教育委員
	今市長さんおっしゃっていただいた日本語、教科「日本語」の件なんですけども、各学校が今ようやく本当に取り組まなければっていうような気持ちになって動いておられるし、保護者の方もかなり関心を示しておられるので、例えばの話ですけれども、そういったことをよりもう少しがっちりと進めていくための何かの取り組みを、来年、今年来年あたりは考えていきましょう。そういったことへの予算等をお願いしたいっていうふうなことでの提案ということあたりを考えていいということでしょうか。

	橋本市長
	例えばそういうことだと思います。特に今、日本語についてはかなり問合せも来ているというふうに聞いておりますし、私も方々で極力宣伝に相努めていこうということでおりますので。
あともう一つ、やっぱりこれは、３年ぐらい前の試行段階からいろいろあるんですけど、やっぱり現場サイドでやっぱりこうやってみたけど、ここもう一手加えるともっといいよっていうのは、これからぼんぼん出てくるはずなんで、そこはぜひ教育長を中心としてですね、現場からの意見を酌み取っていただいて、それを例えば、その今年、今年度間に合うんであれば、例えば９月の補正でやって今年度中から始めるとか、あるいは来年度に向けて、そこを今度は定例的に仕組んでいくとか、そういったことはこれから出てくるんだろうと思っております。
吉原委員、いかがでしょうか。

	吉原教育委員
	はい、設置要綱案の中で、第４条の「会議」の中の４項ですね。会議において構成員の事務の調整が行われ、行われた場合、行われた事項というの。具体的にどういった、何か調整が行われるような事項ちゅうのもちょっと。ちょっと意味が、ちょっと理解しきらんので教えてください。

	橋本市長
	はい、じゃ事務局、説明お願いします。

	原教育総務課
総務係長
	はい、ここに第４条第４項にお示しをしております「会議において構成員の事務の調整が行われた事項については、当該構成員は調整の結果を尊重しなければならない」というのは、ここでお話しに、この会議でお話しになられたことは、市長、そして教育委員、それぞれがですね、その協議内容を尊重していきましょうという、それだけなんですよね。この決定事項、協議決定したことであるとかですね、そういったことについては、お互いがその決定に背くということはなく尊重してまいりましょうということをちょっとお示ししているだけでございますので。はい、あまりこう難しい部分ではございません。

	橋本市長
	はい、鄭委員、どうぞ。

	鄭教育委員長

職務代理者
	私は、これは公表されるものですので、これは必要があるのかと感じる。これは公表されるんですよね。
これは外部の人から、我々、先に見ても、ちょっと中身が少し推測をしないとわからないような中身ですよね。外部の人から見れば、これはちょっと意味不明っていうか、何か都合が悪いことを隠そうとしてるかに見えるんですよね。これは必要性が？それに、要するに常識的なことですよね。そこはあえて、ここに入れて設ける必要があるのか。

	橋本市長
	そうですね、今貴重な御指摘をいただいたと思うんですけど、今後こういった会議っていうのは、基本、情報公開ということになってくるわけですよね。で、そのときに、公開したときに、この文書がひとり歩きをしていくわけで、そのときに誤解を生まないような表現の仕方とかいうことは、文章そのものにやっぱりかなり注意を払っとかないと、誤解を生んでいくということだろうというふうに思います。その意味ではこの要綱とか、あるいは規約とか、あるいはっていうようなところで使うその単語とか、あるいは誤解を生まない表現なのかということで、多分内部的にはもう慣例として了解事項になっているけれども、やっぱり外部から見たときにはなかなかその内容が推しはかれない単語ってのはけっこう、いわゆる役所言葉ってのはたくさんあるんですね。ですから、そこら辺は今後やっぱり考えていかないといけないなというふうに思います。
それが１点、それともう１つですね。これは情報管理には言っているし、全ての課に対して今言っていることなんですが、今ビッグデータということが言われております。で、ビッグデータといって、それが活用できるかというと、今の我々のデータの持ち方がそれに適してないものも結構あるんですね。
例えばＰＤＦという、ちょっと専門用語で申しわけないんですけど、データの持ち方があるんですけど、これは中身は一切わからないんですね。ですから、ビッグデータとして検索をしたときに活用できるデータの持ち方をしていないと、活用できないということにもなります。
特に教育委員会、これは特に生涯学習に関連するところなんですけども、言っているのは、例えばですね、教科「日本語」もそうなんですけど、教科書のデジタル化をしたときに、要するにインターネットなりで検索をしたときに、検索にひっかかるようなデータの持ち方をしなければいけないということがありますね。だから、ＰＤＦでは検索に引っかからないというのが一つ。
それからあと、発行部数が小さいものほどデジタル化をしておく必要があるというふうに思っていて、これは生涯学習に指示をしておりますが、例えば鳥栖市誌とか、あるいは古い文献等については、極力デジタル化をして検索にひっかかるデータの持ち方に変えてほしいと。できうれば、それぞれの文書の頭にですね、英語のヘッドラインを何行かつけてキーワードをちりばめてあげる。それによって海外からも、例えば勝尾城の山城を研究する人たちが「山城」としたときに、例えば南米の山城と似ているものがあるかもしれない。というような研究にも資するものなんで、発行部数が少ないものほど、デジタル化をすることによって、多くの研究文献に寄与する部分が多くなりますので、ぜひ教科「日本語」の教科書についてもですね、デジタル化して持っておいて、対外的に情報発信をしていくということはしっかり考えなければいけないと。
これは図書関係のですね、団体がありまして、年間数千万予算を持っていって、そういった文献に助成をしてる団体もありますので、そういったものを活用して。先行してる団体は、もう既にそういった発行部数の少ない文献についてはデジタル化を進めておりますので、ぜひ鳥栖もそれにのっとってですね、やっていくということが必要だろうと思っております。
ですから、各部課においてはですね、データの持ち方そのものも根本から直さないと。今の市報鳥栖もＰＤＦで載せてますけど、あれじゃだめなんですね。全く意味がないということでありますので、そこはこれから、しっかり我々考えなきゃいけないなというふうに思ったりしております。
ちょっと余談になりましたけれども、そういう観点も持たなければいけないというふうに思っております。
他に、その文言については、今いい御指摘をいただきましたので、そこは対外的に誤解を生まない表現、どうあるべきかと。
これは全ての部課にいえることだと思いますけれども、特に教育問題は、保護者の皆さんも非常に高い関心を持ってらっしゃいますし、特に今回新しい制度になりますので、ここから気を付けていただければというふうに思いますので、事務局においては、単語も含めてですね、表現の仕方についてもう１回見直しをしていただければと思います。
他にございませんでしょうか。特によろしゅうございますか。
では、今日の案件について、この総合教育会議の要綱、あるいは内規、あるいは教育大綱の策定については、一応今御説明した方針で進めてもよろしゅうございますか。

	教育委員会
	　はい。

	橋本市長
	はい、ありがとうございます。
じゃあ、10月の２回目の会議に向けて準備を進めたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。
また教科「日本語」につきましては、ぜひ皆さん授業を参観いただいて、また御意見を賜りながら、よりよい課程となるように努力をしてもらいたいと思いますので、重ねてよろしくお願い申し上げます。
では、今日用意しておりました議題につきましてはこれで終了いたしますので、これで第１回目の鳥栖市総合教育会議、終了をさせていただきます。どうもありがとうございました。
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